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はじめに
2024年、APEKは30周年を迎え、LFIKはフランス政府による高校の認可を受け、
認定校となりました。これは、APEKの会員および歴代の運営委員会の努力の賜
物です。この大きなプロジェクトを支援してくださったボランティア、保護者、寄付
者の皆様に心から感謝申し上げます。私たちはこの活動を続け、学校をさらに発
展させることを楽しみにしています。詳細はこのニュースレターに記載していま
す。さらに、木曜日のコーヒータイムをぜひカレンダーにご記入ください — 詳細
は「予定表」のセクションでご確認いただけます。

進行中のプロジェクト

日本の法的地位
学校法人

京都国際フランス学園の法的地位に関して、20
年以上にわたり議論を重ねてきました。日本の国
家から正式に学校として認められることは、学校
の安定性を高め、京都府からの助成金（補助金、
交通費割引など）を受けることができるようにな
ります。申請書類の準備が最終段階に達したこと
をお知らせできることを嬉しく思います。申請書
類は2025年3月末に提出する予定です。その後、
京都府からの返答に数ヶ月を要します。

大阪支部

APEKは、大阪に支部を開設し、学校間の商業的
な競争に備えることで　地域におけるフランス
教育の基盤を固めることを検討しています。関
西地域のフランス人家庭に実施した調査結果
から、このプロジェクトに強い関心が寄せられて
いることが明確になったことを踏まえ、日本橋エ
リアの候補地の公募に応募しました。2月の審査
を通過した場合、2026年9月の開校を目指し、初
等教育科3クラスを設置する予定です。2024年
12月1日の総会でお伝えした通り、このプロジェ
クトは自己資金で運営し、LFIKの持続的発展に
寄与することをお約束します。

2025年度の
入学募集

学校の存続には、最低266名の生徒数が必要と
され、275名では財政的均衡に至り、275～290名
で最適な運営が可能となります。したがって、こ
れらの数を維持することは非常に重要です。
2025年度の入学募集を2月に開始し、LFIKにおけ
るフランス教育の優れた内容と、京都での生活
の質を強調します。皆様には、皆様の経験を共有
していただき、この活動を支援していただきたい
と思います。また、LFIKは関西内外を問わず、フラ
ンス語を話す人々の間であまり知られていませ
ん。LFIKの認知度を広めるために、お力添えいた
だければ幸いです。運営団体の会員として、皆様
はLFIKの大使であり、経済的存続の共同責任者
でもあります。
LFIKのSNSもぜひご覧ください：

28年前、アイリーン・ドイさんから、アメリカンスクールの施設で毎週1回の幼稚園クラスを担当
する機会をいただきました。子どもたちの笑い声、喜び、友情、学びの時間が今でも心に残って
います。毎週土曜日、主に京都のフランス人家庭の子どもたちが、家庭的でシンプルな雰囲気の
中で集まりました。すべての活動が冒険となり、紙のネックレスを作ったり、物語を聞いたり、廊
下でペタンクをしたり...ある子どもはこう言ったことを覚えています：「ここでは、家よりも楽しい！
」この言葉は、まさにその瞬間の精神を完璧に表現していました。
1997年の学校設立は、本当に壮大な冒険であり、4回または5回の引っ越しを経て、各々の移転
が新たな挑戦と希望をもたらしましたが、ようやく現在の場所に落ち着きました。これまでの多
くの年月の中で、卒業生たちの顔や名前が今でも私の記憶に刻まれています。￥、皮膚科医のフ
ロー、パイロットのケンシン、ベルリンの画家、シモン、ニュージーランドの科学者レオナルド、な
ど、他にもたくさんの人々がいます...それぞれの道のりが私たちの使命の豊かさを思い出させ
てくれます。
この高校の未来は、教師陣、教育スタッフ、そして家庭の献身によるものです。彼らの努力のおか
げで、私たちの生徒たちは安心して進んでおり、卓越性、親切さ、そして開かれた心という価値観
に支えられています。共に、未来の世代が待ち受ける世界の挑戦に立ち向かう準備をしていま
す。
親愛なるご家族の皆様、知識と尊重に照らされた未来を築くため、私たちのコミュニティにご参
加いただけることを心よりお待ちしています。

学校を振り返って：宮野先生の証言、
28年間の学校での旅

2月20日カーニバル：ボランティア募集
学校のイベントは2月20日に幼稚園と小学生を対象に開催されます。教
員チームはこのイベントの成功のために保護者のボランティアを必要と
しています。ご協力をお願いします！カレンダーにご記入をお忘れなく。

3年生のインターンシップ：募集
まだインターンシップ先が決まっていない3年生がいます。もし受け入れ
可能な方がいらっしゃいましたら、学校生活部にご連絡ください。生徒た
ちにとって非常に貴重な支援です！

良い情報の共有：リソースを共有しよう
私たちは、学校のコミュニティの日常生活を便利にするため、良いリソー
スのディレクトリを作りたいと考えています。おすすめ（医師、歯科医、カ
ープールなど）があれば、この[リンク]から共有してください。ご提案いた
だいた内容をまとめ、全校に配布します。

京都国際フランス学園周辺の駐車について：重要なリマインダー
学校周辺の道路に車を停めて子どもを送迎することは禁止されていま
す。このルールを守ることは、近隣との良好な関係を維持するために非
常に重要です。ご協力をお願いします。

関西日仏学館のマーケット
ブース担当および学校の広報をしていただける保護者を募集していま
す。 登録

みんなで支え合いましょう！予定表！
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1月30日（木） お会いしましょう！京都国際フランス学園で
8:00～9:30にコーヒータイム

2月2日（日） 関西日仏学館のマーケットに
京都国際フランス学園のブース

2月9日（日） 学校法人化、大阪分校、2025-26年
度予算に関する臨時総会

2月12日～14日 3年生のインターンシップ

2月20日（木） カーニバルパーティー

2月末
大阪分校計画 — 

日本橋候補地の応募審査結果

3月25日（火） ニュースレター第2号配信

3月30日（日） 鴨川でピクニック、場所と時間は後日発表

3月末 学校法人化 — 申請書提出期限

APEKと京都国際フランス学園への皆様のご尽力と継続的なご
支援に感謝いたします。2025年が私たちの学校と共通のプロ
ジェクトにとって成功に満ちた一年となるよう、引き続き皆様の
ご協力をお願いいたします！

 運営委員会
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の運営委員会は、年間を通じて皆様のご意見をお伺いしています。
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